
『
和
漢
朗
詠
集
』

所
牧
唐
詩
注
裡
補
訂
側

-
一
五

O
番
白
居
易
一
江
棲
に
て
タ
望
し
、
客
を
招
く
」
一
風
吹
枯

木
晴
天
雨
、
月
照
平
沙
夏
夜
霜
」

O
長
慶
三
年
(
八
二
三
)
の
夏
、
作
者
五
二
哉
、
杭
川
で
の
作
(
花

房
・
朱
・
王
)
。
杭
州
刺
史
在
任
。
一
江
棲
」
と
は
、
杭
州
城
の
南
郊
を

流
れ
て
海
へ
と
そ
そ
ぐ
銭
塘
江
(
前
江
)
の
ほ
と
り
に
立
つ
高
棲
の
意
。

南
宋
の
は
批
判
恥
『
淳
一
肺
臨
安
志
』
巻
五
、
奮
治
古
蹟
・
東
棲
の
僚
に
は
、

三
に
望
海
棲
と
筒
、
一
ノ
く
。
喜
治
(
鳳
恩
山
下
に
あ
っ
た
唐
代
以
来
の
杭
川

の
役
所
)
の
中
和
堂
の
北
に
在
り
。
(
北
宋
の
築
史
)
『
太
平
嚢
宇
記
』

(
在
九
三
)
に
、
望
潮
棲
と
名
づ
く
。
銭
塘
燃
の
南
一
十
三
里
に
在
り
。

棲
の
高
さ
は
一
十
丈
(
約
三

0
メ
ー
ト
ル
)
、
唐
の
武
徳
七
年
(
六
二
四
)

に
置
く
l

」
と
あ
り
、
本
詩
な
ど
を
引
い
て
い
う
、

案
ず
る
に
、
白
公
(
居
易
)
の
、
郡
(
杭
州
品
開
杭
郡
)
に
在
り
し
と

き
の
詩
、
多
く
此
の
棲
に
子
い
て
こ
れ
を
設
す
。
査
く
は
載
せ
ず
。
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『
和
漢
朗
詠
集
』
所
牧
唐
詩
注
樟
補
訂
帥
(
植
木
)

植

木

行

久

と
。
南
宋
の
潜
説
友
『
成
淳
臨
安
志
』
巻
五
二
、
府
治
の
候
も
参
照
。

要
す
る
に
、
江
棲
と
は
、
東
棲
・
望
海
棲
・
望
潮
棲
な
ど
と
も
呼
ば

れ
、
杭
州
城
の
南
端
に
あ
る
鳳
嵐
山
の
東
側
、
銭
塘
江
を
術
敵
す
る
杭

州
の
川
聴
内
に
あ
っ
た
高
棲
ら
し
い
。
白
詩
「
杭
州
春
望
己
(
巻
初
、
後

集
を
5
)

の
自
注
に
、
一
城
東
の
棲
を
望
海
棲
と
名
づ
く
」
と
い
う
。
白

居
易
は
ま
た
、
「
東
棲
南
望
八
韻
」
詩
(
者
初
、
後
集
在
5
)

の
な
か
で
、

「
郡
中
の
登
棲
の
慮
、
此
の
東
軒
(
東
棲
)
に
勝
る
も
の
無
し
」
と
歌
う
。

標
高
一
七
八
メ
ー
ト
ル
の
鳳
嵐
山
の
中
腹
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の
場
所

(
3
)
 

は
現
在
よ
り
も
か
な
り
銭
塘
江
や
海
に
近
く
、
そ
れ
で
特
に
眺
望
に
め

ぐ
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
北
宋
の
蘇
賦
に
も
「
望
海
棲
晩
景
五
絶
」
の
作
が
あ
る

が
、
南
宋
の
初
期
に
な
る
と
、
す
で
に
慶
さ
れ
て
い
た
(
周
蒜
『
乾
道
臨

安
士
宣
告
二
、
東
棲
の
保
参
照
)
。
な
お
、
唐
代
の
杭
州
域
に
つ
い
て
は
、
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周
峰
主
編
『
隔
唐
名
郡
杭
州
』
(
淵
江
人
民
出
版
社
・
杭
州
歴
史
叢
編
之
二
、

一
九
九
O
年
)
の
専
著
が
あ
り
、
巻
末
に
付
載
す
る
「
唐
時
期
杭
川
園
ー
一

も
参
照
に
値
す
る
。

本
句
は
東
棲
か
ら
銭
塘
江
付
近
を
怖
敵
し
つ
つ
、
聴
血
児
(
上
旬
)
と

硯
費
(
下
旬
)
を
通
し
て
夏
の
夜
の
「
清
涼
」
(
本
詩
第
八
句
)
感
を
歌

う
。
「
タ
肇
」
の
タ
は
、
こ
こ
で
は
「
夜
」
と
同
意
。
夕
方
を
も
含
ん

だ
夜
全
躍
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。

。
〔
風
吹
枯
木
晴
天
雨
〕
類
似
し
た
護
想
は
、
す
で
に
「
遺
愛
寺
の

前
の
渓
♂
持
に
題
す
」
詩
(
告
げ
、
四
七
歳
の
作
)
に
「
暑
天
風
慧
意
、

晴
夜
雨
凄
凄
」
と
見
え
る
。
ま
た
「
秋
タ
」
詩
(
巷
印
、
四
十
歳
の
作
)

に
は
、
「
葉
聾
落
ち
て
雨
の
如
く
、
月
色
白
く
し
て
霜
に
似
た
り
」
と

い
う
。
こ
の
「
秋
タ
」
詩
を
踏
ま
え
て
の
護
言
で
あ
ろ
う
か
、
『
私
注
』

き
う
ぼ
く

に
「
枯
木
と
は
朽
木
な
り
。
其
の
葉
の
落
聾
、
雨
に
似
た
り
」
と
い

い
、
『
抄
注
』
に
も
「
枯
木
ト
ハ
、
モ
ミ
チ
(
紅
葉
)
タ
ル
木
欺
。
落
葉

ノ
一
音
ハ
、
ハ
レ
(
晴
)
ノ
ソ
ラ
ニ
モ
、
雨
ノ
フ
ル
ト
キ
コ
(
聞
)
ユ
ル
意

也
一
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
風
に
吹
か
れ
て
舞
い
散
る
落
葉
の
一
音
を
、
そ

ぼ
降
る
雨
の
そ
れ
に
見
た
て
た
設
想
、
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か

し
、
盛
夏
の
情
景
と
し
て
揺
落
の
秋
の
「
落
葉
」
す
る
一
音
を
思
い
描
く

こ
と
は
、
や
や
飛
躍
し
す
、
ぎ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
「
枯
木
」

の
場
合
、
一
木
」
字
が
狭
義
の
一
孤
灰
」
を
犯
す
こ
と
に
な
り
、
一
層

好
ま
し
く
な
い
。
や
は
り
、
『
白
氏
文
集
』
の
各
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て

「
枯
木
」
を
「
古
木
」
に
校
改
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
柿
村
『
考
詮
』
に

も
「
枯
字
作
v
古
、
是
」
と
い
う
(
金
子
・
江
見
『
新
津
』
も
同
じ
)
。
穆

蒼
と
生
い
茂
る
、
も
の
ふ
り
た
大
木
の
枝
や
葉
が
、
風
に
ざ
わ
め
い
て

設
す
る
「
清
涼
」
な
一
音
の
形
容
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
晩
唐
の
方
干

「
龍
泉
寺
の
絶
頂
」
詩
(
『
三
種
詩
』
巻
二
)
に
も
、
「
古
樹
は
風
を
含
ん

で
常
に
雨
を
帯
ぶ
」
と
歌
う
。

と
こ
ろ
で
佐
藤
保
「
古
木
考
」
は
、
詩
語
と
し
て
の
「
古
木
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
失
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

か

し

ょ

こ

う

む

川
「
古
木
ー
一
の
語
の
初
出
は
、
六
朝
末
、
陳
の
何
膏
「
使
を
被
り

て
闘
を
出
ず
る
詩
」
の
、
「
古
木
上
っ
て
天
に
参
わ
る
」
で
あ
る
D

ω
詩
語
一
古
木
」
は
盛
唐
以
降
愛
用
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
劉
長

卿
は
、
こ
の
言
葉
を
多
用
す
る
(
国
例
)
。
士
口
闘
や
古
廟
に
お
け
る

悠
久
の
時
の
流
れ
や
荒
慶
の
感
鹿
児
、
違
境
の
寂
察
、
庭
園
・
山
野

の
雅
趣
な
ど
を
博
え
る
働
き
を
も
ち
、
そ
れ
を
使
用
す
る
場
所
も

多
様
化
す
る
。
か
く
て
中
晩
唐
期
に
は
、
詩
語
「
古
木
」
の
イ
メ

ー
ジ
が
完
全
に
定
着
す
る
。

ω
「
士
口
」
は
永
遠
の
時
の
流
れ
を
意
味
す
る
歴
史
感
費
を
も
つ
が
、

「
老
木
」
「
老
樹
」
の
「
老
」
は
時
間
の
限
定
さ
れ
た
生
命
感
賓
の

言
葉
で
あ
る
。
他
方
、
「
木
」
は
樹
木
の
線
韓
、
ま
た
は
樹
木
の



樹
木
た
る
特
性
を
抽
象
的
か
つ
に
捉
え
る
と
き
に
用
い
ら

れ
、
「
樹
」
は
逆
に
個
々
兵
種
的
な
生
命
鰻
と
し
て
の
樹
木
を

に
用
い
る
。

る
に
、
に
最
も
影
響
を
輿
え
た
で
あ
ろ
う
作
品
は
、
同

論
文
に
も
引
く
路
賓
王
の
「
張
平
子
〈
後
葉
の
張
衡
〉
の
墓
に
過
る
」
詩

の
、
一
日
藩
ち
て
盟
碑
培
く
、
風
来
り
て
古
本
吟
る
」
の
句
で
あ
ろ
う

Q
酪
臨
海
集
護
法
』
巷
二
所
牧
〉
。
た
だ
そ
の
荒
涼
・

と木
の
鳴
る
衰
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ

さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
の
工
夫
が
為
る
わ
け
で
あ
る
。

と
は
、
銭
塘
江
の

詩
(
前
掲
〉
に

明
る
く
し

護
江
提
は
向
く
し
て
晴
沙
を
踏
む
L

と
あ
る
ち
に
よ

れ
ば
、
あ
る
い
護
岸
の
白
い
沙
堤
を
指
ず
か
。
白
沙
の
水
建
が
佼
絞

た
る
月
光
に
賊
ら
さ
れ
て
、
よ
り
一
層
白
く
き
ら
め
く
の
で
あ
ろ
う
。

一
設
に
、
こ
の
卒
沙
は
「
卒
地
」
の
(
顧
皐
額
・
馬
汝
品
吋
臼

や
王
汝
弼
門
出
活
易
建
築
』

な
ど
)
。

一
九
八
C
年〕

沙
の
擦
に
は
、
抄
に
は

地
を
産
く

袋一一一、

を
意
味
す
る
用
法
が
あ
る
と
し
、

と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
2

巻
四
、
の
僚
に
も
、

閣
の
一
一
演
」
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叫
和
漢
弱
詠
集
』
所
歌
麿
持
法
難
補
訂
駒
(
植
木
〉

ナ
ト
一
五
コ
ト
一
一
議
診
・
平
沙
ナ
ド
武
ヘ
ル
モ
、

ハ
ア
ラ
ズ
。

ス

雨
意
を
含
ま
せ
た
か
た
ち
で
、
水

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
百
韻
:
・
」
詩
ハ
経
路
〉
の
な
か
で
、
「
設

く

れ

な

ゐ

し

紅
に
し
て
に
浸
し
、
沙
自
く
し
て
月
卒
ら
か
に
錨
く
」
と
歌

う
。
こ
れ
は
長
江
の
岸
ベ
に
あ
る
江
州
〈
江
酒
者
九
江
)
で
の
作
、
な
か

で
も
後
句
は
一
面
に
降
り
そ
そ
ぐ
丹
光
の
た
め
に
白
く
き
ら
め
く
沙
地

を
歌
い
、
本
匂
の
イ
メ

i
ジ
と
も
れ
似
か
よ
う
。
月
の
光
を
霜
げ
い
た
と
え

る
比
喰
は
、
李
自
の
「
静
寂
思
」
の
用
例
が
特
に
有
名
で
あ
る
9

白
賠

易
の
場
合
は
、
前
鶏
の
「
月
色
白
く
し
て
霜
に
似
た
り
」
の
ほ
か
に

も
、
「
丹
は
新
霜
の
色
を
帯
と
歌
っ
て
い
る
句
酬
夢
得
霜
夜
艶
月
見

懐
」
詩
、
器
部
、
後
集
在
日
持
〉
。

謹と
のい

し
か
し
、
本
匂
の

ハ
マ
ト

ト
ナ
リ
ノ
。

-

一

五

自

居

易

「
風
生
竹
夜
窓
関
臥
、
問

。
長
慶
二
年
(
八
一
一
二
〉
の
初
憂
、
作
者
五

内

の

自

宅

で

〈

花

房

ふ

・

託

〉

。

、
蘇
試
は
本
匂
を
、
「
白

(
6〉

し
て
紹
介
す
る
。

に
贈
る
」
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叢
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薬

本
詩
作
成
時
に

な
お
、
川
口
ま
に
は
、
〈
文
集

を

還
り
慮
る
」
詩
〉
と
あ
る
が
、
こ
れ

な
い
〈
『
文
感
知
本
も
同
じ
Y
誤
解
な
招
き
や
す
い
の

八
年
後
の

で
は
な
い
。

為
っ
た
か
ど
う
か

朝
よ
り
鯖
り
、

の

る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

を
措
寓
す
い
て

る

て

行

の

一
五
々
と
あ
る
の
は
よ
れ
ば
、
三
と
は
、

っ
た
コ
堂
」
内
の
北
警
の
も
と
に
あ
る
、

紙
を
貼
ら
な
い
を
い
う
告
な
お
、
向
詩
に
は
さ
ら
に
、
炎
熱
の
一
一
一

決
の
と
き
、
朝
廷
か
ら
野
る
と
、
「
竹
窓
」
の
も
と
で
衣
裳
を
お
、
き
、

し

や

た

か

h
U
L
ろ

紗
の
頭
巾
を
か
ぶ
る
。
そ
し
て
六
尺
の
小
さ
な
竹
聾
の
上
に
臥
す
と
、

風
が
あ
っ
て
一
晩
中
涼
し
い
と
歌
う
。
本
詩
ハ
一
一
九
一
番
)
作
成
の
年
の

紋
、
都
長
安
か
ら
杭
婦
へ
と
赴
任
す
る
途
中
で
得
っ
た
「
竹
窓
を
閉
山

ハを
8
〉

ιも
、
そ
の
決
遁
さ
な
な
つ
か
し
ん
で
、
こ
う
歌
う
、

新
昌
ハ
坊
〉
の
堂
の
、
薫
粛
ハ
駄
の
一
音
〉
た
る
北
窓
の
下

枕
鰻
在
り
、
来
後
何
人
か
寄
る
」
と
。

の
間
は
、
ほ
と
り
、
そ
ば
、

「
池
上
竹
下

.b 

て

あ

た

り

窓

護

・

(
巷
幻
、
後
集
脊
6
〉
の、
巻
話
、

レら
あ

は
態
く

後
集
巷
4
〉
の
「
率
問

ハ其

露
関

の

〈
午
涯
を
含
む
〉

な
ど
に
よ
れ
ば
、

む
存
ん
だ
ら
し
い
。

で



ち
な
み
に
、
岳
居
易
の
竹

と
の
部
に
は
、
陶
淵
嬰
と
弟
、

あ
る

一「

繁
天
と
林:林三
平日な竹こ-R

」
J
J
i
h

ーヲ
d
B
h
u雫

か

り

で

な

く

、

議

藁

と

玉

っ

た

て

る

竹

眠

、

そ

れ
と
と
も
に
醸
し
出
す
静
関
を
も
野
ん
だ
よ
う
で
島
る
。

と
ハ
二
八
一
一
良
〉
。
さ
ら
に

ヲも、

、J
〆

hu

一
っ
と
し
て
の
樹
石
」
を
あ
げ
、
の
よ
う
に
い
う
、

過
去
げ
い
お
い
て
は
、
多
く
「
調
底
」
と
か
一
山
曲
」
の
松
や
竹
が
、

文
思
?
の
題
材
で
あ
り
、
取
り
上
げ
る
の
は
、
倫
理
的
な
構
感
〈
四
季

官
通
じ
て
襲
ら
ぬ
綾
を
保
つ
欝
操
へ
の
共
感
i
引
用
者
注
)
で
あ
っ
た
。
し

か
し
r
日
岩
易
が
頻
り
に
歌
う
の
は
、
震
前
の
転
と
討
で
あ
り
、
し
か

も

そ

の

松

籍

や

竹

韻

が

動

機

で

あ

っ

た

。

白

居

間

に

お

け

る

、

訟

竹

の

の

で

あ

る

。

と
(
四
七
一
一
一
頁
)
。

〉

h
ノ
。

の
場
合
も
、

そ
の
υ

た
め
で
あ
ろ

↑
近
く
し
て
臥
せ
ば
、
数
風
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『
和
寝
朗
一
試
集
』

ハ
植
木
)

枝
に
聾
る
を
」
〈
「
新
栽
竹
」
議
9
〉

と

申

の

「

ス

ス

ミ

ツ

シ

タ
竺
意
辻
、
こ
の
重
要
な
貼
を
見
逃
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お

、
在
』
は
、
一
!
風
生
竹
夜
;
一
の
生
を
「
来
ル
義
邑
」
と
す
る
が
、
和

(
珪
生
す
る
)
の
ま
ま
で
よ
い
。

然
の
詩
ハ
一
i

諮
業
部
山
一
局
、
待
了
日
仏
品
不
革
」
)
に
、

と
あ
る
。

を

〈
吋
文
産
』
本
で
は
、
「
mm

方
を
観
望
で
き
る
よ
う
に
作
っ
た
高
い
建
物
。
高
ど
の
」
と
注
す
る
〉
、

争
品
、

造根
謹
;主

般
的

て

の

一
刑
者
の

あ
ろ
う
。
し
か
し
、

年
、
品
川
村
則
仔
執
筆
〉
に

か
え
れ
ば
、
こ
の
蓋
は

心
重
量
)
を
い
う
c

戸-、
o

，ずれ

luv

す
る
に
青
瓦
を
以
て
し
、
之
を
白
沙
の

は
、
現
ら
か
に
松
の
生
え
る
白
沙
の
中

首
」
ハ
其
二
、
を
初
、
後
集
餐
叩
)
に
も
、
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中
関
持
文
誰
叢
第
十
集

た
に
す
令
後
、
新
昌
豪
ょ
の
七
株
の
松
を
」
と
為
る
c

こ
の
蓋
も

自
宅
内
の
中
誌
を
指
す
こ
と
は
疑
い
な
い
c

こ
の
ほ
か
、
「
大
兄

た
て
ま
っ

仕
上
る
」
詩
ハ
巻
M
〉

の

「

濁

り

荒

蓋

に

し

望

一

め

日
は
西
に
し
て
愁
ひ
立
っ
て
黄
昏
に
到
れ
り

ハ日〉

荒
れ
は
で
た
高
豪
を
い
い
、
決
し
て

ん
、
建
物
な
沖
る
と
き
の

〈ロ〉
用
保
と
し
て
、
「
新
た
に

の
…
卒
去
高
さ
数
尺
、

げ
る
こ
と
、
が
で
き
る
む

も
、
じ
つ
は
こ
の

ペコ

え
ら
れ

ょ
う
。しか
し
、

の
自
宅
の

は
、
じ
っ

は
な
く
、
自
然
の
ま
ま

て
い
る
ら
し
い
。
新
昌
坊
一
内
の
L、
し、

は

、

長

安

域

内

の

高

い

の
一
角
を
占
め
て
い
た
む
繁
遊
原
と
は
、

西
年
在
位
〉
合
同
る
紫
遊
患
の
あ
っ

つ
、
そ
の
ハ
新
日
日
・
昇
道
・

ハ
標
高
約
四
五

C
メ

i
ト
ル
〉

換
の
宣
帝
ハ
前
八
七
J
前
七

の
東
北
龍
を
中
心
と
し
つ

・
宣
千
な
ど
〉
に
も
農
が
る
高
原
で

〈
日
)

一
の
自
宅
を
、
「
背
龍
南
の
北

経
印
〉
。
青
龍
関
と

あ
る
。
白

易

は

か

と
歌
う
ハ
「
題
新
賠
、
寄
元
入
」

四
の

い
で
謹
頂
を
受
け
た
名
料
、

て
お
り
、
そ
の
位
震
は
前
述
の
柴
遊
原
の

(
M〉

部
に
あ
た
っ
て
い
る
己
白
居
易
の
自
宅
辻
、
そ
の
青
龍
帝
か

を
越
え
た
巽
北
に
あ
っ
た
。
自
…
口
「
新
品
の
新
吾
、
事
を
書あ

・
;
」
ハ
脊
印
〉
に
は
、
ハ
大
切
宮
の
丹
愚
門
〉
は
後
に
雷
り
、

望
一
の
も
と
応
あ

と
こ
ろ
で

三ミ i土中
中、鹿

野拙の
文
論
叢

第

集

し
く

の
イ
'
メ
;

う
し
て
考
え
て
く

し
て
も
知
ら
れ
た

も
し
く

ょ
う
。
岡
村

、
と
藷
す
の
は
、

え
て
そ
、
本
詩
の
第
六
却
の
「

り
謡
え
す
る
客
)
無
し
」
と
も
よ
く
呼
臨
す
る
こ
と

送
連
(
迭

な
ろ
う
c

て

ち
な
み
に
、

」
と
い
う

松
蓋
に
上
つ

の
白
詩
に

る
。
こ
れ
は
、



む
友
人
、
の
留
守
宅
を
訪
れ
て
の
作
で
為
る
。
こ
の
移
業
坊
付
近

も
業
議
療
に
隣
接
す
る
高
葦
で
あ
る
。
「
松
基
」
と
は
「
桧
が
生
え
た

棄
地
い
(
関
村
吋
由
民
文
集
い
一
一
一
の
注
〉
を
意
味
す
る
が
よ
り
兵
糧
的
に

は
、
こ
の
松
塞
も
お
そ
ら
く
、
そ
の
地
が
繋
遊
原
に

あ
っ
た
こ
と
を
措
ま
え
て
の
措
爵
で
あ
ろ
う
。
要
ム

て
い
る
の
で
は
な
い
。

-
一
五
九
番
白
居
易
「
池
上

上
錯
残
雨
、
議
樹
陰
部
逐
晩
諒
L

O
開

成

一

克

年

〈

人

一

二

六

〉

、

作

キ

の

自

宅

で
の
作
〈
花
房
・
朱
〉
。
太
子
少
縛
分
可
在
伍
。
池
上
は
池
の
上
り
。
こ

の
池
に
つ
い
て
は
、
一
一
回
参
照
。
逐
涼
は
納
涼
・

涼
な
ど
と
も
い
い
、
暑
さ
全
涼
し
い

と
を
い
う
。
白
詩
応
は
、
「
仇

(
議
鈴
、
後
集
巻
4
〉
、
「
油
幹

類
題
が
島
る
。
古
く
は
梁
の

を
納
る
古
河
楊
の

VC 、
〉帰

弘、明耐

の
場
正斗 )，7'" 

r::t 1'-

な
逐
ふ

ハ
一
一
首
其

〉
「
青
武
口
地

の

も

沼
、
議
集
巻
2
〉
の
「
静
か
に
掃
く
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-
乗

て
す
ず
む
こ

(器
mw
〉
、
「
境
涼
偶
一
散
」

」
(
春
日
初
、
後
集
替
口
〉
な
ど
の

つ
内
題
に
て
涼
を
逐
ふ
」
詩
に
、
「
涼

落
花
の
中
」
と
あ
り
、
梁
の
詩
文
帝

な
ど
の
詩
が
浅
る
。

の
自
宅
で
の
洋
平
朝
課
」

に
よ
れ
ば
、

2
相
撲
蕗
詠
集
知
所
牧
慶
詩
技
韓
議
訂
紳
(
植
木
〉

の

(
院
〉
は
美
し
い
お
お
わ
れ
て
い
た
9

白
居
易
は
育
苔
の
お
お
う
か
け
い

風
景
を
特
に
好
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
母
の
喪
に
設
し
て
退
居
し
た
下
郊

の
自
宅
で
、
「
関
歩
す
青
苔
の
院
」
(
「
秋
君
、
在
叩
〉
と
歌
い
、
都
長

安
の
中
書
省
に
お
い
て
、
〔
制
限
(
閑
静
〉
は
愛
す
青
玄
口
の
説
一
(
「
偶
題

謁
下
聴
い
、
巻
目
〉
な
ど
と
歌
っ
て
い
る
。

誌
の
各
テ
キ
ス
ト
で
は
「
残
暑
一
に
作
る
。

ら
い
え
ば
、
「
幾
議
」
に
作
る
べ
き
で
為
ろ

是
ー
一
と
あ
る
(
吋
新
鰹
』
も
向

山
集
異
文
考
い

2
…附一掃〉は、

日
本
的
規
受
美
応
よ
る
捉

え
か
た
い
O
〔
線
樹
陰
前
〕

に
は
「
陰
間
」
に
作
る
。

祉
、
一
九
九

C
年〉

篠
に
い
う
、

「
陰
中
い
と
ほ

(
中
州
吉
籍
出
版の

で
あ
る
。

(を

の
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中
国
詩
文
論
叢

第
十
集

と
。
「
頭
」
字
も
こ
の
中
に
加
え
て
よ
い
。
こ
う
し
た
現
象
は
お
そ
ら

く
、
こ
れ
ら
の
方
位
詞
が
卒
灰
や
封
句
な
ど
の
修
辞
上
の
制
約
か
ら
、

漠
然
と
場
所
を
表
わ
す
軽
い
名
詞
語
尾
に
な
っ
た
賓
態
と
関
連
し
て
い

よ
う
。
ち
な
み
に
、
「
中
」
を
音

浩
『
貌
E菅
日
南
北
朝
詞
語
例
四
樟
梓
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
吐
、
一
九
九
O
年
)
「
前
」

の
候
参
照
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
梁
の
氾
雲
「
、
途
別
」
詩
に
「
未
壷
樽

前
酒
」
と
あ
り
、
「
樽
前
」
は
「
樽
中
!
一
の
意
。

こ

か

げ

O
〔
逐
晩
涼
〕
木
陰
で
の
夕
涼
み
を
い
う
。
『
六
注
』
に
、
一
逐
ト
ハ

朝
ス
ス
ミ
ヲ
ハ
木
隠
(
木
陰
)
ノ
西
一
一
求
メ
、
夕
涼
ヲ
木
隠
ノ
東
一
一
求
ム

ル
也
」
と
あ
る
。
白
居
易
は
こ
の
と
き
、
一
軽
い
下
駄
を
は
き
車
衣
を

さ

し

や

ほ

と

り

ふ

ぢ

だ

な

著
て
、
薄
い
沙
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
浅
い
池
の
違
の
低
い
藤
棚
の
あ
た

り
を
散
歩
し
」
て
い
る
(
佐
久
節
語
)
。
「
晩
涼
」
の
語
は
、
す
で
に
杜
甫

の
詩
(
「
輿
任
城
許
主
簿
遊
南
池
」
)
に
一
晩
涼
洗
馬
を
看
る
」
と
見
え

る。-
一
六

O
番

粛
一
躍
先
秋
涼
」

。
大
和
四
年
(
八
三

O
)
の
夏
、
作
者
五
九
歳
、
洛
陽
の
履
遁
里
内
の

自
宅
で
の
作
(
花
房
・
朱
)
。
太
子
賓
客
分
司
在
任
。
池
上
ば
前
詩
(
一

五
九
番
)
と
同
意
。
詩
題
は
金
津
本
に
「
池
上
夜
憶
」
に
作
り
、
前
田

白
居
易
「
池
上
の
夜
境
」
「
露
箪
清
笠
迎
夜
滑
、

風
襟

侯
爵
家
所
蔵
博
二
候
魚
氏
筆
本
や
岩
瀬
文
庫
所
蔵
延
慶
本
な
ど
に
も

「
池
上
夜
憶
」
と
題
す
る
(
堀
部
正
二
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
)
。
他
方
、
『
私

注
』
に
は
「
池
上
夜
憶
人
」
に
、
『
六
注
』
に
は
「
池
上
夜
涼
憶
人
」

に
作
る
。
卒
阿
武
夫
・
今
井
清
校
定
『
白
氏
文
集
』
(
第
三
珊
)
は
、
金

津
本
に
擦
っ
て
「
夜
境
」
を
「
夜
憶
」
に
校
改
す
る
が
、
む
し
ろ
「
憶
」

字
の
ほ
う
が
「
境
」
の
形
詑
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
詩

〔
補
注
〕

の
重
黙
は
明
ら
か
に
「
池
上
の
夜
境
(
夜
景
)
」
を
歌
う
こ
と
に
あ
り
、

「
憶
ふ
」
あ
る
い
は
「
人
を
憶
ふ
」
要
素
は
き
わ
め
て
乏
し
い
か
ら
で

あ
る
(
佐
久
節
の
課
参
照
)
。

て

ん

さ

O
〔
露
箪
〕
箪
は
、
総
の
竹
を
男
き
、
(
そ
の
表
皮
を
)
編
ん
で
作
っ

た
夏
の
敷
物
(
竹
製
の
ご
ざ
)
。
和
名
は
タ
カ
ム
シ
ロ
。
熱
い
夏
に
寝
牽

(
株
)
の
う
え
に
敷
き
、
な
め
ら
か
で
涼
し
い
肌
ざ
わ
り
を
柴
し
む
。
そ

の
心
地
よ
い
絹
感
が
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
ろ
、
す
で
に

秋
が
訪
れ
て
い
る
。
白
詩
の
「
露
箪
秋
意
生
ず
」
(
「
涼
夜
有
懐
」
、
在

5
)

や
「
秋
は
箪
上
よ
り
生
ず
」
(
「
夜
坐
」
、
各
U
)
と
は
、
い
ず
れ
も

こ
の
音
山
味
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
特
に
一
六
尺
」
の
小
箪
を
愛
用
し
た

ら
し
い
(
前
掲
の
「
竹
窓
」
や
「
招
東
隣
」
(
巷
7
]
な
ど
)
。

き
し
中
う

唐
代
、
斬
川
(
湖
北
省
東
端
に
近
い
長
江
ぞ
い
の
地
)
産
の
箪
が
特
に
有

名
。
韓
愈
の
「
鄭
群
箪
を
贈
る
」
詩
に
、
「
斬
州
の
笛
竹
(
十
日
川
)
天

下
知
る
」
と
あ
る
。
白
詩
「
李
斬
川
に
寄
す
」
詩
(
巻
弘
、
後
集
在
日
)



な

ら

か

い

え

ふ

て

ん

の
自
注
に
も
、
「
鞍
州
は
好
笛
井
び
に
蓮
葉
穫
を
出
だ
す
'
一
と
い
う
。

年

地

ら

お

お

に

ら

し

産
業
躍
と
は
「
滑
か
な
る
こ
と
難
の
葉
を
鋪
く
が
如
き
」
ハ
出
詩
「
寄

薪
州
輩
、
興
元
九
、
間
賭
六
韻
」
、
奮
は
山
)
惑
が
為
る
た
め
の
命
名
で
あ
戸

演
群
芳
議
官
在
位
、
竹
譜
・
竹
一
、
一
i

薪
竹
」
の
設
に
は
、
「
色

ん
薄
〉
あ
る
者
者
以
て
箪
を
鶏
り
、
節
の
疎
ら
な
る
者
も
て
笛
を

壌
を
帯
ぶ
る
者
も
て
杖
を
震
る
7

…
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
斬
竹
の

あ
る
。
白
居
易
は
、
こ
の
舟
箪
」
を
愛
用
し
、
友
人
の
光

っ

て

い

る

。

も

、

島

る

い

は

こ

り

川

み
J
h

に

入

っ

て

い

う

Q
薪
樺
』
参
熊
〉
。

王
賛
宥
護
婦
懸
」
)
に
、
「
夜
深
け
て
露
議
を
課
‘
と
あ
る
。
と
こ
ろ

が

2
ハ
迂
』
に
は
、
一
ー
一
蕗
ハ
、
ス
キ
ト
ヲ
ル
ト
ヨ
ム
色
一
と
い
う
。

的
注
調
伊
は
、
白
詩
企
…
則
一
掃
の
「
容
鞍
苅
箪
、
輿
元
九
・
:
の

るむか損

の

ち
な
み
に
、

し
」
の
解
穫
と
関
連
し
て
興
味
深
い
。
岡
村

は
、
こ
の
匂
を
「
露
が
下
り
た
よ
う
に
溝
ら
か
で
潤
い
が
み
め

る
」
箪
の
措
寓
と
す
る
(
一
ニ
八
三
一
員
)
。
筆
者
辻
、
「
関
タ
〕
詩
(
器

犯
、
後
集
を
2
)
の
辺
地
箪
詰
く
し
て
露
有
。
」
の
匂
を
も
参
類
し
て
、

あ
る
竹
葉
」
(
締
村
吋
要
解
b

に

な

お

、

に
い
〉
フ
、

堤
留
吉

1ヲ5

と

」
と
か
ら
、
夜

〈
「
送
、
氷
議

写
参

内
和
溝
朗
…
ι

結
集
』
所
枚
謄
詩
草
棒
補
お
締

の
持
に
封
す
る
愛
は
竹
で
作
っ
た
も
の
に
ま
で
お
よ
ん
で

箪
・
杖
・
務
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
青
幾
筆
・
碧
箪
・
新

制
恥
・
臥
筆
・
小
譲
な
ど
の
語
ー
が
し
ば
し
ば
沼
市
い
ら
れ
て
い
る

ろ
を
み
る
と
、
あ
る
い
は
休
憩
に
、
あ
る
い
は
訊
践
に
野
ん
で

用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
(
二
八
一
一
一
頁
)

Q

い守分。

)-

(詩洋一円)に一
J
b
s

ヨ
〈
貌
)
」
、

に
「
キ
ヌ
ク
ス
ス
シ
ケ
ナ
ル
完
}
と
あ
る
が
、
本
来
、
費
十
ふ
れ

の
ご
と
き
輝
き
と
透
明
惑
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
清
潤
さ
を
い
う
盤
韻
の
形

容

語

。

品

別

戴

涼

夜

、

奈

5
)
に
「
露
箪
色
は
宝
に
似
た
り
一

と
い
う
む
の
字
に
は
、
一
種
の
涼
惑
も
こ
も
る
。
と
こ
ろ
が
一
ー
清

埜

:

一

に

に

作

り

、

鐸

譲

原

定

額

筆

山

域

切

やに
作
る
〈
句
校
異
和

に
擦
っ
て

滑
ら
か
さ
と
冷
や
か
さ
が
箪
で
あ
る
。
夜
に

た
め
広
一
緒
省
、
表
面
が
、
す
べ
す
べ
す
る

入
る
と
、
降
り
ノ
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中
題
詩
文
論
叢

第
十
擬

江
文
字
ど
お
り
べ
水

「
秋
池
二
首
」
ハ
其
一
一
、
山
菅
沼
、

て
の
つ
滑
ら
か
な
り
」
と
あ
り
、

(
紅
)

か
な
り
」
の
匂
も
あ
る
。

え
り
で
は
な
く
、

こ
と
を
い
う

Q
新
制
仰
い
つ
ま
り
、

気
が
あ
っ
て
つ
る
つ
る
す
る
意
。

に
も
、

し
て

襟
は
、
い

ふ
さ
ぐ
部
分
を
い
う
。
そ
れ
で

や
「
胸
襟
」
な
ど
の
熟
一
誌
が
生
じ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
c

辻
、
風
が
胸
も
と
を
な
で
る
爽
涼
感
を
こ
め
た
表
現
G

を
含
め
て
五
例
使
揺
す
る
会
索
引
引
』
)
。
「
新
た
に
事
基
・

姪
に
示
す
」
詩
ハ
前
議
〉
に
は
、
「
衿
ハ
H

襟
〉
を
開
い

て
坐
せ
ば
、
一
夏
日
も
秋
時
の
如
し
」
と
歌
う
c

よ

a

黙
の
賦
」
(
『
文
選
い
泰
円
以
〉
の
、
一
(
楚
の
議
〉

に
山
富
た
る
」

に
向
か
っ

辻
、
宋
玉
の

い
て
こ
れ

爽

や

か

で

い

の

形

容

語

。

と
う
も
け
い

の
孔
誰
珪
「
北
山
移
文
一
(
刊
文
選
』
審
制
)
に
る
出
席
摺
の
制

あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
精
神
的
な
解
放
感
を
こ
め
て
用
い
る
こ
と
が

ら

ん

に

や

す

な

は

「
蘭
若
〈
寺
読
〉
の
寓
岩
」
(
在
6
〉
氏
、
「
行
止
は
親
ち
白

蟻
藤
た
る
を
費
ゅ
ー
一
と
い
う
。
吋
抄
詮
』
に
一

J

ス
ス
シ
キ

ι
「
冷
や
か
に
身
に
浸
と
注
す
る
の
は
、
下
匂

に

密

着

さ

い

が

あ

ろ

う

。

多
い
。

虫
、
甚
だ
身

克」、
の

Jコ

こ
う
と
平
〈

L

・

一

六

一

寸

熱

き

に

し

ん

で

、

恒

寂

姉

の

す
」
…
不
是
樺
房
無
熱
到
、
担
能
心
静
邸
身
涼
F

…

。
一
克
和
十
年
ハ
入
…
五
〉
、
昨
者
四

『
護
校
与
、

の
作
〈
花
・
朱
苦
し

命
酷
暑
、
の
南
意
が
あ
る
。
「
苦
熱
喜
涼
」
ハ
審
問
〉
の

苦
炎
熱
」
な
ど
は
①
の
mm
例
、
「
苦
識
に
詩
ハ
管
錦
、
後
葉
春
山
〉
の

堪
建
苦
熱
」
な
ど
は
②
の
用
剖
で
あ
ろ
う
G

こ
こ
で
は
作
者
を
、
「
人

て
ら

人
馨
を
避
け
て
走
る
こ
と
狂
へ
る
が
揺
し
、
瀦
り
捧
師
の
房
者

出
で
ざ
る
有
り
」
と
歌
わ
れ
る
「
人
人
」
の
一
人
と
し
て
捉
え
〈
京
匂

の
「
議
」
〔
限
定
〕
に
注
吾
)
、
ひ
と
ま
ず
通
設
の
舎
に
従
う
c

た
だ
し
、

荷
村
富
美
子
づ
臼
柴
夫
恥
は
「
苦
だ
熱
き
に
、
:
」
と
謹
む
。
一
組
寂
師

辻
不
詳
。
合
詩
の
問
年
の
作
「
恒
寂
部
」
(
「
重
判
的
援
七
紹
句
い
其
七
、
巷

出
〉
に
よ
れ
ば
、
彼
の
座
簿
の
姉
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
白
詩
「
桓

織
の
詩
題
に
は
「
和
策
天
鱈
雲
寂
借
」
と
あ

(
『
元
横
集
旬
怒
川
W
Y
ま
た
元
橿
の
「
思
議
・
出
向
・

〈
明
党
構
集
』
巷
mw
〉
の
一
人
、
震
上
人
も
向

の
一
室
か
D

「
題
'
…
は

な
お
吋
六
詮
』
に

と芸
し、ー

ぅ実番
。}参

日召

の
大
江
経
時

も

四
時
部
・



の
冬
テ
キ
ス
ト
で
は
に
「
可

闘
し
て
、
関
村
『
臼
氏
支
集
』
四
は
、

一
ー
不
是
」
」
に
作
る
。
の

提
匂
』
に
擾
っ
て
、

か
つ
て
我
が
露
に
博
来
し
た
『
白
氏
文
集
』
本
げ
い
は
、
「
可
是
」

を

っ

て

い

た

本

が

あ

っ

た

こ

と

が

わ

か

る

。

う
の
は
、

あ
ろ
う
。
と
い

に
搾
る
異
文
は
、
じ
つ
は
一
可
」
の

を
意
味
す
る
径
語
的
用
法
が
あ
る

た
め
に
妄
改
さ
れ
た
可

は
、
「
可
」
と

{
子
に
こ
と
に
気
づ
文
意
を
通
れ
ツ

議
性
が
き
わ
め
て
高
い
か
ら
で
あ
る
G

は
確
か
に
通
期
し
た
が
、
震
・
五
代
に
な
る
と
、

を
意
味
す
る
新
し
い
用
法
が
多
用
さ

興
の
裕
一
語
的
用
法
は
後
世
の
人
々
を

王
じ
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
た
。
郭

一

九

輯

、

に

は

、

「出回一」

こ
う
し
た
新

例
と
し
て
、
こ
の

そ
の

話
造
成
異
文
一
の

例
を
あ
げ
れ
ば
、
呉
融
「
本
塔
偶
題
」
詩
に
、

無
線
糞
花
概
黄
葉
可
ん
川
作
須
春
月
始
傷
心

と
あ
る
完
全
庸
地
配
容
六
八
六
〉
。
傾
繋
す
べ
き
設
で
あ
る
。

ハ
第
四
衣
場
訂
本
)
韓
虚
字
、
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明
和
理
鎮
詠
集
』
所
牧
藤
持
法
輝
補
訂
倒

…
の
繰
に
も
、
韓
愈
「
撤
樹
二
首
」
ハ
其
一
一
〉
の

立
、
可
ん
什
針
げ
煩
議
蔓
作
交
加
」
を
あ
浦
り
て
い
う
、

一i
可
煩
」
を
「
侍
煩
」
に
作
る
テ
ギ
ス
ト
辻
、
「
可
」

に
「
山
一
去
を
意
味
す
る
用
法
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
(
何

た
も
の
で
あ
る
。
通
ず
る
け
れ
ど
も
、
じ
つ
は
本

は
な
い
。

是
枝
傑

の
こ
う
し
た
俗
語
的
用
は
、
外
露
で
あ
る
わ
が

の
人
々
に
と
っ
て
は
、
よ
り
一
一
層
理
解
し
に
く
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
の
こ
と
は
、
五
七
三
番
の
「
可
濁
移
身
敷
桔
見
、
子
孫
長
存
隔

し
ば
し
ば
あ
ひ

「
濁
り
身
を
怒
ふ
る
ま
で
に
数
柏
見
る
ベ
し
」
一
五

わ
れ
る
。
し
か

あ
り
、
「
可
」

で
き
た
こ
と
に
端
的
広

の
濁
」
辻
明
ら
か
に
「
山
一
旦
獲
」
の

あ

ベ

は
「
可
に
い
も
し
く
は
「
可
け
ん
や
い
と
讃
む
べ
き
と
ろ
で
あ
る

Q
詩
家
推
鼓
』
悲
上
審
m
m
Q

た
だ
し
、
島
本
で
は
「
何
」
に
作
る
〉
。
よ
り
く

従

に
懇
身

〕
は
「
た
だ
;

る
こ
と
に
な
る
。

のは
令
く
」
ハ
否

と
こ
ろ
で
特
に
興
味
深
い
の
は
、

こ
の
「
可
濁
」
を
「
不
弱
」
に
作
る
こ
と
で
あ
p

る
。
中
留
で

を
、
「
向
」
に
作
る
異
文
は
多
く
め
る
が
、
「
不
」

ど
で
は
、
こ
う
し
た
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中
園
詩
文
論
叢

第
十
集

に
作
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
和
漢
朗
詠

集
』
に
政
め
る
「
山
豆
」
を
意
味
す
る
二
つ
用
例
の
讐
方
に
、
「
不
」
に

作
る
異
文
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
豊
田
穣
「
唐
詩
俗
語
放
!
一
(
養
徳
社

刊
『
唐
詩
研
究
』
所
牧
、
一
九
五
三
年
)
に
は
、
唐
詩
中
の
一
可
是
」
が
、

あ
る
場
合
に
は
「
:
・
で
せ
う
か
、
さ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
、
即

ち
「
不
卦
」
「
並
不
是
」
と
い
っ
た
強
い
否
定
の
ひ

U
恥
と
し
て
用

ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

と
指
摘
し
、
郭
在
胎
「
唐
詩
中
的
反
訓
詞
」
(
『
訓
詰
叢
稿
』
所
牧
)
に

六
こ
の
例
…
相
是
梓
房
無
熱
到
)
を
引
い
て
、
「
可
是
猶
山
豆
是
、
亦
却

不
是
也
」
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
口
語
「
可
是
J
」
の
意
味
を
正
確
に

理
解
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
意
園
的
に
「
同
義
の
文
語
表
現
へ
と
書
き

か
え
た
一
可
能
性
(
柳
瀬
喜
代
志
「
和
漢
朗
詠
集
異
文
考
」
)
も
全
く
否
定

し
き
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
そ
の
意
味
を
把
握
し
か
ね
て
文
意
を
通
り
や

す
く
す
る
た
め
に
「
不
是
」
に
妄
改
し
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
よ

う
で
あ
る
c

(幻〉

大
野
峻
「
白
地
ポ
天
の
詩
『
放
吾
一
口
』
二
則
」
は
、

て
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
護
言
を
す
る
。

可
・
何
・
不
の
三
字
は
草
書
の
字
形
が
似
て
い
る
た
め
混
同
さ
れ

(
お
)

や
す
か
っ
た
c

昔
は
完
本
で
博
承
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
異
本
が
多
い

の
は
必
然
の
結
果
で
あ
る
。
こ
と
に
草
書
と
も
な
れ
ば
、
可
と
何
、

こ
の
論
黙
に
つ
い

可
と
不
は
筆
勢
に
よ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
巨
別
が
つ
か
な
く
な
る
。

(
中
略
)
可
の
字
が
(
正
し
く
)
譲
め
な
い
時
は
、
意
味
の
通
じ
や
す

い
、
形
も
似
て
い
る
「
何
」
「
不
」
に
改
め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
反
封
に
、
「
何
」
ま
た
は
「
不
」
の
句
は
意
味
が
よ
く
通
じ
る

か
ら
、
意
味
の
通
じ
な
い
「
可
」
に
改
め
よ
う
と
す
る
者
は
な
い
だ

ろ
う
。

と
述
べ
、
「
可
」
一
何
」
一
不
」
の
三
字
間
に
お
け
る
異
文
部
民
生
の
原
因

を
鏡
く
分
析
す
る
。
そ
し
て
前
掲
の
五
七
三
番
の
詩
句
に
着
目
し
て
い

〉
内
ノ
、

不
の
字
は
日
本
の
寓
本
だ
け
に
あ
る
の
も
意
味
深
長
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
一
可
濁
終
身
敷
相
見
」
を
肯
定
文
と
し
た
の
で
は
意
味
が
通

じ
な
い
か
ら
、
文
字
の
誤
り
が
有
る
と
考
え
、
可
の
字
に
よ
く
似
た

不
の
字
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
の
寓
本
は
恐
ら
く
草
書
に
近

く
、
可
と
不
が
よ
く
似
て
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
草
書
字
典
を
見

こ
の
二
字
は
ほ
と
ん
ど
見
分
け
が
つ
か
な
い
も
の
が
見
受
け

るル」、

ら
れ
る
。

と
。
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
設
で
あ
る
。
筆
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
「
不

是
」
は
「
可
是
」
の
妄
改
で
あ
り
、
中
園
博
来
の
寓
本
に
「
不
是
ー
一
に

緋
九
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
る
。
ち
な
み
に
、
「
可

是
」
の
是
は
、
副
詞
に
軽
く
添
え
ら
れ
る
接
尾
辞
(
副
詞
語
尾
)
で
あ



号
、
「
定
是
」
「
必
是
」

じ
。
白
居
易
は
し
ば
し
ば
一
‘
是
」
字
を
用
い
て

す
る
。
花
房
英
詩
吋
白
居
易
研
究
』
四
五

珂
〕
一
担
寂
師
の
移
業
す
る

部
チ
曾
房
'
也
」
と
あ
る
。

ヲ
移
ス

院。

ノし

。
〔
担
能
心
静
即
身
涼
〕
は
、
「
も
し
:
:
:
し
さ
え
す
れ
ば

〈
知
岬
〉

(
こ
う
い
う
結
果
を
招
く
ど
と
、
必
要
銀
件
を
提
訴
す
る
設
定
の
用
法
。

に
は
、
「
《
只
要
》
は
古
い
白
話
で
辻

摘
す
る
(
三
四
一
一
員
〉
。
し
た
が
っ

で
も
よ
い
会
詩
家
推
蔽
』

と
い
う
こ
と
が
多
い
ι
と

て
、
こ
う
し
た
「
位
」
は
「
も
シ
」

議
上
、
『
文
語
解
』
巻
二
〉
。
「
但
・
:
部
」
は
、

就
」
に
ほ
ぼ
者
臆
す
る
表
現
で
為
る
。
白

集
巷
玲
〉
の
「
畑
一
能
科
撮
人
間
事
、
使
是
遁
進
地
上
伯
」

〔
ふ
り
は
ら
う
い
す
れ
ば
、
使
ち
是
れ
遺
違
た
る
地
上
の
仙
〉
の

が
呼
躍
す
る
。

の

ハ
「
賠
都
農
往
還
」
務
部
、
後

場
合
は
、

能
は

は

と

誌

の
一
つ
ハ
其
四
十
二
、

い
、
「
右
丞
相
、
但
だ
龍
く
人
を
済
ひ
閣

を
泊
中
駒
陰
陽
白
剤
へ
ば
、
官
牛
顕
十
作
を
が
わ
た
る
る
と
も
防
庁
無
し
」

と
歌
う
。
つ
ま
り
、
「
但
能
心
静
」
は
円
も
し
も
雑
念
を
な
く
し
て
心

ょ
う
。
こ
の

つ
こ
と
が
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吋
和
漢
鰐
詠
集
』
所
設
庸
詩
設
樺
積
一
訂
帥
ハ
植
木
〉

で

、

川

口

謬

に

「

た

だ

心

を

静

か

つ

て

観

れ

な

い

の

大

曾

根
諜
に
「
た
だ
樺
舗
の
心
が
安
静
で
飽
れ
な
い
か
ら
」
と
あ
る
の
は
、

:
但
」
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
G

い
い
か
え

れ
ば
、
本
句
は
、
猛
暑
を
よ
そ
に
卒
然
と
産
揮
す
る
担
寂
師
の
姿
に
裂

す
る
直
接
の
賞
讃
と
い
う
よ
り
辻
、
む
し
ろ
日
諮
し
た
獄
況
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
よ
り
普
通
的
な
「
輿
理
」
へ
と
昇
華
さ
せ
た
、
い
わ
ば
一

種
の
「
清
道
詩
い
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
晩
唐
の
杜
萄
鶴

〈
M
持

)

一
変
司
慢
空
上
人
の
院
に
題
す
L

持
に
も
、
一
安
揮
は
必
ず
し
も
山
水

も

も

お

り

づ

を
須
ひ
ず
、
心
中
を
減
持
す
れ
ば
火
も
白
か
ら
、
諒
し
L

と
あ
る
。

も

、

一

で

あ

る

。

白

居

易

は

ま

た

、

詩
ハ
義
務
、

関れ

勝
師
と
林
下

の
極
み
が
雑
念
の

知
る
念
に
蕗
ひ
て

モ2
「か
卦で
↑語、
漸;

に
浩
え
う
せ
る
曹

と
歌
う
。

〔法〕

ハ
1
〉
『
或
博
臨
安
士
官
巻
十
六
、
「
府
治
問
」
参
照
。

ハ
2
〉
孔
凡
謹
黙
校
叫
蘇
拭
詩
集
い
老
人
〈
中
華
書
同
局
、
九
八
一
に

牧
め
る
「
落
海
婁
晩
景
思
絶
」
に
劃
す
る
清
の
ヱ
ム
文
語
の
注
に
、
「
棲

在
思
態
山
牛
、
故
見
潮
也
」
と
あ
る
。

(
3
〉
織
腕
嵩
山
「
杭
州
域
市
的
興
趣
及
其
誠
監
的
義
展
」
〈
句
歴
史
地
理
旧
制
制

務
務
、
九
人
一
年
〉
参
照
。
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中
園
詩
文
論
叢

第
十
集

(

4

)

奮
朴
政
本
に
よ
る
。
宋
版
・
馬
本
は
琵
琶
を
械
械
に
、
雨
を
露
に
作

る
。
卒
阿
武
夫
「
白
氏
文
集
に
お
け
る
刊
本
と
嘗
鈴
本
の
間
」
(
『
か
が

み
』
十
競
、
一
九
六
五
年
)
参
照
。

(

5

)

『
お
茶
の
水
女
子
大
皐
中
園
文
皐
曾
報
』
八
続
、
一
九
八
九
年
所
牧
。

小
島
憲
之
「
平
安
び
と
漢
詩
表
現
の
一
ふ
し
|
「
被
白
詩
圏
文
皐
」
と

「
非
自
詩
圏
文
皐
」
と
l
」
(
『
文
皐
』
一
九
七
七
年
六
月
披
)
に
も
、

詩
語
「
古
木
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。

(

6

)

た
だ
し
、
清
の
播
徳
輿
『
養
一
驚
詩
話
』
在
三
に
は
、
「
余
按
此
二

語
殊
平
浅
、
非
自
詩
之
妙
者
、
不
解
東
披
何
以
賞
之
」
と
反
論
す
る
。

い
ま
、
陳
友
琴
編
『
白
居
易
巻
』
(
古
典
文
皐
研
究
資
料
品
粟
編
)
に
よ

る。

(

7

)

羅
聯
添
『
白
柴
天
年
譜
』
(
園
立
編
語
館
・
中
華
叢
書
、
一
九
八
九

年
)
の
略
稿
。
以
下
、
同
じ
。

(

8

)

朱
金
城
『
白
居
易
研
究
』
(
険
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
八

三
頁
以
下
、
ウ
ェ

l
リ
l

『
白
柴
天
』
(
花
房
英
樹
語
)
一
一
一
一
頁
参

昭川。

(

9

)

前
掲
の
蒋
紹
愚
「
唐
詩
詞
語
札
記
」
参
照
。

(
叩
)
講
談
社
、
一
九
四
八
年
刊
。
二
六
頁
。

(
日
)
佐
久
節
語
注
本
や
岡
村
『
白
氏
文
集
』
二
一
な
ど
参
照
。

(
ロ
)
前
掲
の
「
新
昌
新
居
、
書
事
四
十
韻
・
:
」
詩
に
「
平
治
遺
牽
路
」
と

あ
り
、
岡
村
『
白
氏
文
集
』
四
に
は
「
家
の
土
蓋
の
周
圏
の
道
を
平
ら

に
な
ら
し
」
と
語
す
。

(
日
)
『
唐
雨
京
城
坊
考
』
巻
三
、
新
昌
坊
の
僚
や
、
朱
金
城
「
白
居
易
長

安
住
宅
坊
里
小
考
」
(
『
白
居
易
研
究
』
所
取
)
、
王
拾
這
「
白
居
易
雨

京
宅
第
考
」
(
『
祉
曾
科
皐
戟
線
』
一
九
八
一
年
二
期
・
文
塞
皐
)
な
ど

参
照
。

(

H

)

拙
稿
「
唐
都
青
龍
寺
詩
初
探
」
(
平
河
出
版
社
刊
『
道
教
と
宗
教
文

化
』
一
九
八
七
年
所
牧
)
参
照
。

(
日
)
六
六
番
の
注
参
照
。

(
日
)
韓
愈
「
鄭
群
贈
箪
」
詩
に
は
「
八
尺
」
の
箪
が
歌
わ
れ
る
。

(
げ
)
佐
久
節
語
注
本
第
二
冊
五
九
七
頁
な
ど
参
照
。

(
国
)
「
病
中
逢
秋
、
招
客
夜
酌
」
詩
、
巻
8
、
後
集
を
1
参
照
。

(
四
)
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
罪
集
成
』
第
三
巻
所
敗
。

(
却
)
『
文
選
』
巻
八
に
牧
め
る
漢
の
揚
雄
「
羽
識
の
賦
」
に
も
見
え
る
。

(
幻
)
「
酬
牛
相
公
『
宮
城
早
秋
寓
言
』
見
寄
・
:
」
詩
、
巻
初
、
後
集
巷
4
0

(
幻
)
下
孝
萱
『
元
積
年
譜
』
元
和
十
年
(
八
一
五
)
の
僚
参
照
。

(
お
)
『
和
漢
朗
詠
集
和
談
抄
』
(
詩
注
)
に
は
、
「
悟
道
詩
ト
云
フ
絶
句
ノ

詩
ノ
落
句
也
」
と
あ
る
。

(

μ

)

王
鎮
「
試
論
古
代
白
話
詞
匪
研
究
的
意
義
興
作
用
」
(
『
文
史
』
二
五

集
、
一
九
八
五
年
)
参
照
。
た
だ
し
、
唐
以
前
に
も
若
干
、
そ
の
用
例

が
あ
る
。
『
敦
煙
嬰
文
字
義
通
樟
』
四
五
七
頁
以
下
、
劉
堅
「
校
勘
在

俗
語
詞
研
究
中
的
運
用
」
(
『
中
園
語
文
』
一
九
八
一
年
六
期
)
な
ど
参

昭山。

(
お
)
『
敦
煙
国
境
文
字
義
逼
理
』
四
五
四
頁
な
ど
参
照
。

(
お
)
伊
藤
東
涯
『
用
字
格
』
巻
一
に
、
「
可
是
・
是
可
、
此
ハ
不
是
・
是

不
ト
同
例
ナ
リ
。
可
是
ト
云
ハ
俗
語
ナ
リ
。
文
章
一
一
ハ
不
v
用
」
と
い



ト勺
J
O

(
幻
〉
叫
湘
南
文
準
b

一一

O
、

ハ
招
〉
項
懇
叶
敦
柏
法
務
交
付

じ
は
、
行
蓄
の
形
が
似
て
い
る
た
め
に
、

例
を
指
摘
す
る
。

ハm
m
)

「
可
是
」
の
思
統
や
例
文
じ
つ
い
て
は
、

ハ
品
川
一
掲
)
に
詳
し
い
。

ハ
ぬ
)
入
矢
義
高
「
中
関
口
語
史
の
構
想
」
(
『
集
刊
東
洋
事
』
五
六
、
一
九

八
六
年
〉
参
賭
。

〈
訂
〉
王
経
「
等
張
五
弟
」
…
一
一
け
に
も
、
「
不
訪
飲
酒
復
一
躍
動
、
君
使
館
来
程

往
還
」
と
あ
る
。

(
認
)
一
窟
松
林

2
M居
易
詩
課
析
』
(
黒
龍
江
人
員
出
綾
柱
、
一
九
八
一
年
)

に
は
、
「
右
永
一
相
、
只
要
存
能
癌
陸
矯
民
謀
一
騎
科
、
牛
領
野
被
也
設
間

部
い
と
中
将
す
Q

(
お
〉
西
村
官
弟
子
『
白
祭
天
』
も
「
た
だ
、
必
静
か
で
居
ら
れ
る
か
ら
」

と
課
課
す
る
が
、
関
村
『
{
口
氏
文
集
』
一
一
一
に
は
「
但
だ
心
を
静
か
拡
能

つ
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
」
と
正
し
く
語
す
c

ハ
糾
〉
大
移
舘
書
活
で
刊
行
諜
定
の
・
校
芝
府
詩
解
四
伊
藤
典
い
に
お
い

て
、
筆
者
が
詳
し
く
語
ま
す
る
。

{
補
在
)

一
克
棋
に

名
〉
が
あ
る
。

一
九
八
二
年
四
期
〉

「
不
」
を
「
可
」
に
誤
っ
た

回

穣

詩
ハ
清
都
は
都
長
安
の
、
水
繁
坊
に
あ
っ
た
滋
観
の

}
の
詩
は
題
下
の
家
詑
に
よ
れ
ば
、
作
者
十
六
議
ハ
貞
一
克
十

201 

『
和
漢
朗
、
詠
集
』
所
牧
唐
詩
詑
鰐
鶏
訂
締
ハ
植
木
)

年
〔
七
九
四
じ
か
ら
十
人
政
ま
で
の
七
首
の
つ
で
あ
る
。
し
か
も
そ

頭
に
伎
遣
す
る
こ
と
か
ら
推
部
す
れ
ば
、
十
六
ム
誌
の
作
で
あ
ろ
う
ハ
木
孝

蓑

2
ん
積
年
譜

b
o
つ
ま
り
、
元
議
詩
の
「
夜
境
」
の
現
例
は
、
白
詩
よ
り

も
三
十
五
年
ほ
ど
前
で
あ
る
。


